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　　また、リスク資産に対して一定の負荷をかけたストレステストを行い、財務の充実度を
評価するとともに、金利予測に基づく収支シミュレーションにより、運用方針の策定やリ
スク削減手法などの検討を行っております。

◇金利リスクの算定手法の概要
　　当会では、当局指定の金利ショックシナリオに基づいて、保有する資産・負債（オフバランス資
産・負債を含む）の経済価値ベースの変動額⊿ＥＶＥを算出し、影響額が最大となるものをＩＲＲ
ＢＢ管理上の金利リスク量として毎月算出しております。

　　「金利リスクに関する事項」については、平成31年金融庁・農水省告示第1号（平成31年２月18
日付）の改正に基づき、2019年３月末から金利リスクの定義と計測方法を変更しており、開示初年
度となることから当期末分のみを開示しております。
　　前年度開示分の旧基準に基づく「内部管理上使用した金利ショックに対する損益または経済価
値の増減」は11,699百万円と計測されました。当数値については、「内部管理で使用している市場
統合ＶａＲのうち、金利リスクにかかるＶａＲ値」であり、当期末の⊿ＥＶＥとは定義および計測方
法が異なるため、数値の差異が金利リスクの増減を示すものではありません。

（単位：百万円）
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金利リスクに関する事項

①　私は、平成30年4月1日から平成31年3月31日までの事業年度にかかる

　ディスクロージャー誌に記載した内容のうち、財務諸表作成に関するすべ

　ての重要な点において関係諸法令に準拠して適正に表示されていること

　を確認しました。

②　当該確認を行うにあたり、財務諸表が適正に作成される以下の体制が

　整備され、有効に機能していることを確認しました。

・業務分掌と所管部署が明確化され、各部署が適切に業務を遂行する

体制が整備されております。

・業務の実施部署から独立した内部監査部門が内部管理体制の適切

性・有効性を検証しており、重要な事項については理事会等に適切に

報告されております。

・重要な経営情報については、理事会等へ適切に付議・報告されており

ます。

令和元年7月1日

愛媛県信用農業協同組合連合会

　　　　理事長

（注）財務諸表とは、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、剰余金処分計算書および注記表を指
　　　しています。

井関　正志
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財務諸表の適正性等に関する確認

確　認　書




